
株主の皆様には日頃より格別のご高配を賜り厚く
御礼申し上げます。
第89期第3四半期（平成25年4月1日～平成25年
12月31日まで）が終了いたしましたので、ここに
当期の概況をご報告申し上げます。

　4月～12月期におけるわが国経済は、円安傾向の継続や引き続
き株価が上昇するなど景況感の改善が続き、個人消費や設備投資も
持ち直し傾向で推移しました。

　このような経済環境の改善のもと、当社グループも需要が回復基
調で推移いたしましたが、前年度レベルにまでは至らず、当第３四半
期連結累計期間の連結業績は、売上高29,005百万円（前年同期比
1.7％減）、営業利益８百万円（前年同期は290百万円の損失）、経常
損失19百万円（前年同期は236百万円の損失）、四半期純損失227
百万円（前年同期は666百万円の損失）となりました。

　今後の見通しとしましては、経済環境は引き続き改善するものと
想定されますが、当社においては昨年12月7日に発生した主要設備
の一つである鍛造3000トンプレス故障による業績への影響を見込
んだ結果、平成26年3月通期の連結業績予想は、売上高38,300百
万円（前年同期比0.8％増）、営業損失730百万円（前年同期は436
百万円の損失）、経常損失700百万円（前年同期は394百万円の損
失）、当期純損失840百万円（前年同期は727百万円の損失）となる
見込みです。故障影響の詳細につきましては、2月5日に公表の「鍛
造プレス設備故障の影響及び業績予想の修正に関するお知らせ」を
ご覧ください。

　このような状況のもと、3000トン
プレスの早期復旧に全社一丸となっ
て取り組み、影響を極小化するととも
に、引き続き受注の確保とコスト改善
に全力で取り組んでまいります。

　株主の皆様には、ご迷惑、ご心配
をお掛けしますことをお詫び申し
上げますとともに、引き続きご支
援賜りますようよろしくお願い
申し上げます。

平成26年2月

for the nine-month period ended December 31,  2013

第89期 第3四半期事業報告書
2013年4月1日～2013年12月31日

証券コード：5476

当社グループの業績

（前年同期比1.7%減）
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注記事項
※本報告書は平成26年2月5日発表の決算短信の数値、文章を基に作成
しております。その後に公表される可能性がある訂正情報、業績予想の修
正情報、決算の詳細につきましては金融庁EDINET、当社ホームページ
「IR情報」掲載資料にてご確認ください。
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詳しい情報を同時に開示しております。
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セグメント別概況（第89期 第3四半期）セグメント別概況（第89期 第3四半期）

産業機械向けや自動車向け、ハードディスクドライブ向けなどの需要は回復基調で推移
し、当社の工具鋼、特殊合金、軸受鋼の各製品の売上数量も2012年度の第４四半期を
底に増加基調で推移しているものの前年度レベルにまでは至らず、売上高は20,989
百万円（前年同期比1.9％減）となりました。損益面では数量の減少や、原材料価格の
アップなどの減益要素はありましたが、販売価格の改善やコストダウンなどにより営業
損失386百万円（前年同期は673百万円の損失）と前年同期に比べて改善いたしまし
た。なお、12月7日に発生した3000トンプレス故障の影響については第3四半期にお
いては限定的なものに留まっております。

特殊鋼部門 20,989百万円（72.4%）

トラック向けや産業機械向けを中心に売上数量が回復した結果、ほぼ前年同期並みと
なったことから、売上高は6,485百万円（前年同期比1.0％減）となりました。一方、損益
面では原料コストの上昇や電力値上げの影響を受けたものの、労務費の減少やコスト
ダウン等により営業利益は392百万円（前年同期比4.6％増）となりました。

鋳鉄部門 6,485百万円（22.4%）

主力の金型部品について自動車向けを中心に需要が回復傾向にあるものの、第2四半
期までの減少をカバーするには至らず、売上高は1,530百万円（前年同期比2.7％減）
となりました。損益面では、売上高減少の影響により営業利益２百万円（前年同期比
65.6％減）となりました。

金型・工具部門 1,530百万円（5.3%）

業績の推移業績の推移

第89期業績予想第89期業績予想

配当状況配当状況

　高周波精密では、昨年10月にワイヤー放電
加工機２機を更新しました。
　更新機は、種々の最新機能を有しており、高
周波精密の極（きわみ）製品に適した加工精度
を備え、従来機に比べて極めて優れた加工面
精度、品質が得られます。また、段取り時間の
削減や加工時間の短縮により生産性を大きく
向上できる設備仕様となっています。
　高周波精密はオンリーワン・ナンバーワン企
業を目指し、さらなる高精度技術の向上に取り
組んでまいります。

高精度・高能率ワイヤー放電加工機を導入生型新造型ライン及び自硬性溶解炉設備竣工

業績予想につきましては、現状で判断しうる一定の前提に基づいており、今後発生する状況の変化により異なる業績結果となることもありますので、投資等の判断材料として全面的に依拠されること
は差し控えていただきますようお願いいたします。

第89期の配当につきましては、業績予想と財務状況の見通しを勘案した結果、誠に遺憾ながら見送ることとさせていただきます。

平成26年2月5日に発表いたしました通期の業績予想は以下の通りです。
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ワイヤー放電加工機本体 加工中ワークと加工部

移行をほぼ終える見込みです。フル操業時に
は生産能力が約500t向上し、自硬性ラインと
合わせると月産3,500tまで拡大します。

　高周波鋳造では、生型新造型ライン設備、自
硬性溶解炉設備工事が完了し、1月27日に竣
工式及び竣工祝賀式を行いました。
　竣工式には小林八戸市長、工事関係者約40
名に出席いただき、神事の後、山﨑社長が新
設備の起動式を行いました。
　竣工式の後、竣工式出席者に加えて多くの
取引先から約100名の出席をいただき、竣工
祝賀式が盛大に行われました。
　設備の内容は、生型においては、建屋の新
設、最新鋭のKDM自動造型ライン、自動注湯
機、取鍋自動搬送機を設置、自硬性において
は、溶解炉建屋を新設し、5t中周波誘導炉2基
設置しました。
　ＫＤＭ造型ラインでは1月から試作を開始
しており、2014年上期中にAIMラインからの

竣工祝賀式

KDM自動造形ライン
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ワイヤー放電加工機本体 加工中ワークと加工部

移行をほぼ終える見込みです。フル操業時に
は生産能力が約500t向上し、自硬性ラインと
合わせると月産3,500tまで拡大します。

　高周波鋳造では、生型新造型ライン設備、自
硬性溶解炉設備工事が完了し、1月27日に竣
工式及び竣工祝賀式を行いました。
　竣工式には小林八戸市長、工事関係者約40
名に出席いただき、神事の後、山﨑社長が新
設備の起動式を行いました。
　竣工式の後、竣工式出席者に加えて多くの
取引先から約100名の出席をいただき、竣工
祝賀式が盛大に行われました。
　設備の内容は、生型においては、建屋の新
設、最新鋭のKDM自動造型ライン、自動注湯
機、取鍋自動搬送機を設置、自硬性において
は、溶解炉建屋を新設し、5t中周波誘導炉2基
設置しました。
　ＫＤＭ造型ラインでは1月から試作を開始
しており、2014年上期中にAIMラインからの

竣工祝賀式

KDM自動造形ライン



株主の皆様には日頃より格別のご高配を賜り厚く
御礼申し上げます。
第89期第3四半期（平成25年4月1日～平成25年
12月31日まで）が終了いたしましたので、ここに
当期の概況をご報告申し上げます。

　4月～12月期におけるわが国経済は、円安傾向の継続や引き続
き株価が上昇するなど景況感の改善が続き、個人消費や設備投資も
持ち直し傾向で推移しました。

　このような経済環境の改善のもと、当社グループも需要が回復基
調で推移いたしましたが、前年度レベルにまでは至らず、当第３四半
期連結累計期間の連結業績は、売上高29,005百万円（前年同期比
1.7％減）、営業利益８百万円（前年同期は290百万円の損失）、経常
損失19百万円（前年同期は236百万円の損失）、四半期純損失227
百万円（前年同期は666百万円の損失）となりました。

　今後の見通しとしましては、経済環境は引き続き改善するものと
想定されますが、当社においては昨年12月7日に発生した主要設備
の一つである鍛造3000トンプレス故障による業績への影響を見込
んだ結果、平成26年3月通期の連結業績予想は、売上高38,300百
万円（前年同期比0.8％増）、営業損失730百万円（前年同期は436
百万円の損失）、経常損失700百万円（前年同期は394百万円の損
失）、当期純損失840百万円（前年同期は727百万円の損失）となる
見込みです。故障影響の詳細につきましては、2月5日に公表の「鍛
造プレス設備故障の影響及び業績予想の修正に関するお知らせ」を
ご覧ください。

　このような状況のもと、3000トン
プレスの早期復旧に全社一丸となっ
て取り組み、影響を極小化するととも
に、引き続き受注の確保とコスト改善
に全力で取り組んでまいります。

　株主の皆様には、ご迷惑、ご心配
をお掛けしますことをお詫び申し
上げますとともに、引き続きご支
援賜りますようよろしくお願い
申し上げます。

平成26年2月

for the nine-month period ended December 31,  2013

第89期 第3四半期事業報告書
2013年4月1日～2013年12月31日

証券コード：5476

当社グループの業績

（前年同期比1.7%減）

29,005百万円
（前年同期は▲290百万円）

8百万円
（前年同期は▲236百万円）

▲19百万円
（前年同期は▲666百万円）

▲227百万円

売上高

営業損益

経常損益

四半期
純損益

一株当たり
四半期純損益

注記事項
※本報告書は平成26年2月5日発表の決算短信の数値、文章を基に作成
しております。その後に公表される可能性がある訂正情報、業績予想の修
正情報、決算の詳細につきましては金融庁EDINET、当社ホームページ
「IR情報」掲載資料にてご確認ください。

▲1円55銭

4333333

代表取締役社長

http://www.koshuha.co.jp
検索検索日本高周波 検索

当社のホームページでも
詳しい情報を同時に開示しております。

ぜひ併せてご覧ください。

事 業 年 度

定時株主総会

株主名簿管理人
事務取扱場所

1単元の株式数

公 告 方 法

毎年4月1日から3月31日まで

毎年6月中に開催

〒103-8670　東京都中央区八重洲1-2-1
みずほ信託銀行株式会社本店証券代行部

電子公告により行います。
公告掲載URL　http://www.koshuha.co.jp
ただし、やむを得ない事由により電子公告がで
きない場合は、日本経済新聞に掲載します。

1,000株

日本高周波鋼業株式会社

本社
〒101-0032　東京都千代田区岩本町1-10-5　TMMビル8階
TEL 03-5687-6023（代）　FAX 03-5687-6047

大阪支店
〒530-0022　大阪府大阪市北区浪花町12-24　赤坂天六ビル7階
TEL 06-4802-1480（代）　FAX 06-4802-1481

名古屋支店
〒489-0071　愛知県瀬戸市暁町9　株式会社カムス 中部テクノセンター内
TEL0561-86-9005　FAX0561-86-9008

Bangkok Liaison Office
39/9 Rama 3Rd.,Chongnonsee ,Yannawa,Bangkok 
10120 ,Thailand
TEL 66-2294-9258　FAX 66-2294-9260

富山製造所
〒934-8502　富山県射水市八幡町3-10-15
TEL 0766-84-3181（代）　FAX 0766-84-3468

株主メモ

●郵便物送付先・電話お問い合わせ先・お取扱店

グループ会社

高周波鋳造株式会社
〒031-0071　青森県八戸市沼館4-7-108
TEL 0178-43-0127　FAX 0178-22-2468

高周波精密株式会社
〒272-0003　千葉県市川市東浜1－1
TEL 047-328-3201　FAX 047-328-6797

株式会社カムス
〒373-0014　群馬県太田市植木野町328
TEL 0276-40-5005　FAX 0276-40-5008

エヌケイ精工株式会社
〒934-0025　富山県射水市八幡町3-10-15
TEL 0766-84-3175　FAX 0766-84-3137

麦卡発商貿（上海）有限公司
上海市徐匯区肇嘉浜路777号　青松城大酒店10階1004号
TEL 86-21-6443-5061 / 5062　FAX 86-21-6443-5066

株式会社東北コアセンター
〒031-0071　青森県八戸市沼館4-7-108　高周波鋳造内
TEL 0178-46-1856　FAX 0178-43-0153

証券会社等に口座
をお持ちの場合

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

お取引の
証券会社等
になります。

〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4
 みずほ信託銀行　証券代行部

みずほ証券
本店、全国各支店および営業所
プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）

みずほ信託銀行
本店および全国各支店

みずほ信託銀行　本店および全国各支店
みずほ銀行　本店および全国各支店
（みずほ証券では取次のみとなります）

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く 9:00～17:00）

郵便物送付先

電話お問い合わせ先

各種手続お取扱店
（住所変更、株主配当金
受取り方法の変更等）

未払配当金のお支払




